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研究成果の概要（和文）：われわれは被験者が窮屈な姿勢を取ったとき、頬に触っているのが手なのかと足なのか、と
いう感覚が混乱する可能性があることを発見した。窮屈な姿勢とは、床に座り、足を平行より少し開き気味にして、足
（あるいは手）で頬を触ることである。このような状態で、頬を触っているのが手なのか、足なのかの確信度を聞くと
、床には座っているが体を折り曲げない場合に比べ、全体の８割近い観察者が、手が触っているか足が触っているかの
確信度が低下した。この結果は触覚の新しい錯覚現象である。

研究成果の概要（英文）：We found that 1) 17 out of 23 participants reported that when they touched the che
eks with the hands sitting on the floor and bending the trunk nearly to the floor, sensation that the feet
 had touched the cheeks emerged, (2) 18 out of the same 23 participants reported that when they touched th
e cheeks with the feet with the same body position, sensation that the hand had touched the cheeks emerged
. All the participants reported that when they touched the cheeks with the hands sitting on the floor and 
with the trunk upright.  This finding suggests that sensation of touch with an effector (hand or foot) can
 be confused at extreme trunk position. 

研究分野：
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１．研究開始当初の背景 
体表面への触刺激の位置に関する感覚（触定

位）は、多くの場合第一次体性野（ＳＩ）に

おいて符号化されると考えられてきた。たと

えば、画像診断（fMRI）を使った研究（Kurth, 
et al., 2000）によっても、かつて Penfield
と Rasumussen (1950)が示したホモンクル

スに対応して、ＳＩにおいて 5 本の指それぞ

れに独立の表象があることが示されている。

しかしながら、指を交差させたり(アリストテ

レス錯視)、唇を歪めたり（歪み唇錯視）、手

を交差させたりすると触刺激の定位が正確

でなくなることもまた知られている（たとえ

ば、Benedetti, 1985; Egeth, 2008; 
Yamamoto & Kitazawa, 2001a, b; Zampini, 
et al., 2005）。これらのことは、触定位はＳ

Ｉにおいて一義的に決定するものではなく、

それ以降の処理レベルでもいくつかの要因

の影響を受けることを示している。申請者は、

触運動知覚の研究を行う中で触定位には体

の位置（自己受容感覚）影響することを示す

“触誤定位現象”（足で頬を触っても“手”

で触っているという感覚が生じる現象。図１

B を参照。）を見出した。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、われわれが観察した“触誤
定位を詳細に調べることにより、自己受容感
覚が触定位に及ぼす影響について調べるこ
とであった。実験１では、われわれは被験者
にいくつかの体位をとってもらい、そのとき
に手あるいは足が体表に触っている感覚の
程度を聞いた。実験２では、上体の位置と頬
への刺激の有無が現象に及ぼす影響を調べ
た。われわれは、本現象は従来の触誤定位現
象と違い、「極端な体位は身体像（体の部位
の位置に関する意識）が混乱するためであ
る」という枠組みで説明できると考えている。 
 
３．研究の方法 
実験１ 
被験者：図１B の姿勢を保つことができる，
高校生１２名（男性 4名，女性 8名）及び大

学生 1０名（男性３名，女性 7名）．計 22 名． 
手続き：被験者には図１に示したような 2種
類の姿勢で，両手または両足で頬を触っても
らい，頬に触っているのは手と感じるか足と
感じるかの確信度を答えてもらった（図１A
の姿勢では，手でのみ触る）．実験は閉眼で
行い，実際に触っているかどうか に関係な
く、自分が感じたままを正直に答えるように
教示された． 
被験者の課題は，手あるいは足が「触ってい
る感じ」を，３．「はっきりする」，２．「少
しする」，１．「かすかにする」，０．「全くし
ない」の４段階から選んで答えることであっ
た． 
 試行は３つの姿勢条件（図１A の姿勢で，
手で頬を触る，図１Bの姿勢で手で頬を触る，
図１B の姿勢で足で頬を触る）と２つの反応
条件（手で触った確信度，足で触った確信度）
の組み合わせで，それぞれ４回づつ，計 24
回であった．姿勢条件と反応条件の順序はラ
ンダムであった 
 
実験２． 
被験者：21歳から 23 歳までの 10 名（男性 5
名，女性 5名）． 
刺激：刺激はコンピュータで制御された電気
振動発生装置で作られた． 振動発生装置は
被験者の左手の 掌の中央と左足の裏の中
央部分、（あるいは左頬）に装着された（図
２B)．振動の持続時間は、 25, 50, 75, 100, 
125 msec であり、それぞれ電圧は 0.10, 0.22, 
0.31, 0.40、0.48 ボルトであった．刺激に
対する反応時間はボイスレコーダーで記録
された（図２A)．  

 
手続き：被験者は振動刺激を感じたら、なる
べく早く言語で報告した（足－“あ”、手－
“て” ）．実験は 20 ブロックからなり、各
ブロックは 20 試行からなっていた．20 ブロ
ックは 2種類の頬振動条件（振動‐有、と振
動‐無）と 2種類の上体の位置（上体の曲げ
‐深い、と上体曲げ‐浅い）が異なった。（左
手の手刀部分を床につけたまま上体を立て
ることが出来なかったので、手刀を床に付け
たまま上体を軽く曲げる条件を設定した。）
10 ブロックが振動条件で残り 10 条件が非振
動条件であった．5人の被験者は 頬振動条件
を，別の５人は非振動条件を最初に行った．

足 
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図１．実験１で使った姿勢 

    

  
 

 
 

  

 

図２．実験２の装置と体位の概略図 
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実験者はそれぞれのブロックごとに，被験者
に上体を軽く曲げるか深く曲げるかの指示
を行った． 
それぞれのブロックの試行は，5 種類の振動
持続時間と，振動刺激の位置（手か足）の組
み合わせてあり，それぞれの組み合わせはそ
れぞれのブロック内で２回ランダムな順序
で行われた． 被験者の刺激に対する反応時
間と口頭反応は試行ごとに記録された．被験
者の反応のうち，300msec より短い反応時間
を示した反応は，以下に示す誤答反応分析に
も反応時間分析にも使われなかった． 
 
４．研究成果 
実験１． 
図３に，各条件での各個人（22 名）の評定値
の平均を、さらに全被験者で平均したものと
その分散を示している．図から明らかなよう
に図１A の姿勢では，足でさわったというよ
うな錯誤はまったく生じておらず，上体をま
げて足で触ったとき（図１B の姿勢）には手
で触った感じの評定値が，手で触ったときに
は足で触った感じの評定値が増加している．  

 
また、22 名中 17（15）名において，足（手）

で触ったにもかかわらず手（足）で触った感
覚の推定値が増加している。４試行のうちい
ずれかの試行で錯誤反応を示したのは、22 名
中 19 名であった。 
実験２． 
被験者の反応が刺激された位置と異なった
反応を錯誤反応として分析した（図４）．４
要因の分散分析の結果、いずれの要因にも主
効果が認められた．交互作用には有意差はな
かった．反応時間の分析では、錯誤反応およ
び1500msecを超す反応は分析から省いた(図
５）．４要因の分散分析の結果、上体の位置
の要因を除いて主効果が認められた．交互作
用には有意差はなかった． 
上体の位置は錯誤反応率では差があったが、
反応時間では差がなかった。他の要因（頬刺
激の有無、刺激された効果器の位置、刺激提
示時間）のすべてで差があった。これらの結
果は実験１で報告した現象では、単一の要因
というよりむしろいくつかの要因がその役
割を演じていることを示唆している。 
これらの結果は，触定位を決定するのは，

実際に刺激された場所だけでなく，さまざま

な要因で決定されることを示唆している．特
に上体の位置の要因は，“極端な姿勢”が触
定位に影響を及ぼすような現象（ たとえば、
Benedetti, 1985; Egeth, 2008；Higashiyama, 
et al., 2006）の１つの例として考えること
ができる．しかしながら，効果器の違い，触
刺激の提示時間、同時に提示される別の触覚
刺激の有無などによっても、現象は影響を受
ける。 
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図３．実験１の結果 
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